
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、緊急事態宣言が発出またはまん延防止等重点措置が適用された場合は、本イベントを休止することがあります。
主催：公益財団法人京都中小企業振興センター

さてここはどこでしょう?

京都市内には、明治の頃に建てられた歴史ある建築物が多く現存しています。
今回のクイズ探検では、使用目的が建てられた当時からガラッと変わってしまっても

今なお利用されている名建築をポイントにしました。時代の移り変わりの中、当時の面影を
残しつつも新しい魅力を放つ名建築を新築時の姿を想像しながら、改めて訪れてみましょう。

●対象者： KPC会員とご家族で、GICパスポートにご登録済みの方
●開催期間： 10月20日木～11月27日日

ルール

賞　品

事前準備・
持ち物

▶ご参加のためには、おひとり1台のスマートフォンが必要です。GICパスポートに登録し参加申込みをしてください。
▶スマートフォンでこのクイズ探検用の参加証を取得してください。
▶この会報誌のこのページ（左ページのQRコードを正解地点で読みこんでいただきます)

左ページのクイズに答えていただき、実際に訪れてみてください。その場所でQRコードを読み込み、
正解の地点だと「正解」マークがスマホの画面に表示されます。
●左ページのクイズのQRコードにはGPSデータが入っています。
　正解地点に行って、ご自分のスマホのGPSデータと合わないと正解になりません。

※私有地に立ち入らないようにしてください。GPS有効範囲は約50mありますので遠目でチェック可能です。
※多人数の密集は避け、少人数でご参加ください。
※歩きながらのスマホ操作は危険なのでやめましょう。

●参加料金： 会員・家族 無料　
家族パスポートは、会員のGICパスポートから家族用を取得してください。
（ご家族合わせて5名まで/すでに取得済みの家族様は改めて取得する必要は
ありません。有効期間が切れた場合は更新するか新規に取得してください)

●参加人数： 設定の先着500名まで
 （設定が完了しましたら期間内にゆっくり探検してください）

●申込締切日：11月27日日　17:00まで
 （参加人数を越えた時はその時受付終了します) ※FAXでのお申込はできません。

●申込方法：
　こちらのページから、
　お申込みください。 

期間中、クイズ❶を必須とし、その他3つのクイズに正解した方に
QUOカードPay1,000円分をプレゼントいたします。
（配布は12月中旬予定です）

Q明治2年に開校した小学
校。平成5年に閉校となっ

たが以降も校舎を整備・活用
し、文化・芸術
の 発 信 地と
なっています。

Q大正時代初期、辰野金吾が
ある銀行の京都支店として

手掛けた重厚な建物で、現在は
ショップ&カ
フェとして
活用されて
います。

Q大正15年、電話局として建
築。2001年以降は商業施

設となり、さらに2020年にはホ
テルや映画
館などの複
合施設として
パワーアップ。

Q辰野金吾が設計したある
銀行の京都支店。現代は

この建物を別館にミュージアム
として活用
中。

Q関西建築界の父・武田五
一による設計で、毎日新聞

京都支局だった建物。現在はカ
フェやギャラ
リー等が入
る複合施設
です。

Q本野精吾が大正3年に設
計した西陣織物館。今は文

化遺産の企画展などを開催す
る資料館
です。


